
（詳細は７ページをご覧ください。）

　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。
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本誌は、皆さまの社協会費・寄附金・共同募金配分金で発行されています。
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評議員会の様子

第２回　理事会　開催日：平成26年８月27日（水）
○理事会議案
　第４号議案　定款の変更について
　第５号議案　理事及び監事選任規程の一部改正について
　第６号議案　評議員選任規程の一部改正について
　第７号議案　部会設置規程の一部改正について
　第８号議案　�平成26年度　安芸高田市社会福祉協議会　一般会計資金収支補正予算（第１次）につ

いて
　第２号同意　第三者委員の任命同意について

議長に美土里町の上光理事が選任され、５議案が審議されました。
主な内容として、理事・監事の役員定数並びに評議員定数の見直しに伴い、定款の変更、理事及び
監事選任規程の一部改正、評議員選任規程の一部改正、部会設置規程の一部改正が承認されました。
次回の役員改選より適用され、理事が15名から11名に、監事が３名から２名に、評議員が31名か
ら23名になります。
平成26年度一般会計資金収支補正予算（第１次）として、新たに取り組む「あったかふくしのまち
づくり計画（地域福祉活動計画）策定推進事業」、「高齢者等の消費者被害防止モデル事業」による増
額など、総額6,368千円を増額し、収入支出総額474,358千円の補正予算が可決されました。
また、任期満了に伴う第三者委員の任命同意については、次の方が承認されました。

第２回　評議員会
開催日：平成26年８月29日（金）
○評議員会議案
　議長に向原町の平岡評議員が選任され、理事会で
可決された５議案が審議されました。
　慎重審議の結果、５議案すべて可決されました。

開催日：平成26年７月15日（火）
合併後10年が経過し、人口の減少が進み、人口規模に見合った役員数での組織運営が必要である

第2回法人経営特別委員会報告

平成26年度
第2回理事会・評議員会報告

氏　　名 住　所
大石　昭則 吉田町上入江 82番地 5
津村　秀荘 高宮町佐々部 192番地
浅井　澄夫 甲田町深瀬 760番地 3

【第三者委員】
（任期：平成26年９月１日～平成28年８月31日）（敬称略）

ため、理事・監事の役員定数並びに評議員定数の見直しについて協議を行いました。
慎重審議の結果、県下の社協で現況に近い人口規模の役員数を考慮し、理事11人、
監事２名、評議員23人の定数改正を理事会に諮ることで、委員全員の賛成をいただき
ました。
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平成 26年度
福祉委員会議報告

予算について、また４月に策定した５か年にわたる中期経営計画の概要などについて説明を行った後、
福祉委員の皆さまから各地域の現状や社協に対する様々なご意見をいただきました。
今後とも「ともに支えあい、心豊かに」のスローガンのもと、「住み慣れた地域で誰もが安心して暮
らせるまちづくり」の実現のため努めてまいります。

６月17日（火）～20日（金）にかけて市内各町で福祉
委員会議を開催し、273名の福祉委員に出席いただきま
した。
今年で５年目を迎えるこの会議は、社協の事業内容を
広く福祉委員に説明し、ご理解とご意見をいただきなが
ら地域福祉に貢献すべき、開かれた社協を目指して実施
しました。
会議では、福祉委員制度や平成26年度の事業計画・

福祉委員会議での主な質問事項
Q1 　�組織図の中に福祉委員が位置づけられていますが、福祉委員の役割について教えてくだ

さい。
A1 　�理事会および評議員会で決定された事業についての協力を福祉委員に依頼させていただ

くことになります。

Q2 　共同募金の予算はどのようなもので、何に使われているのですか？
A2 　�募金は、全額広島県共同募金会に送金します。その内、約７割が安芸高田市社協に配分

金として還元され、地域福祉のために使われています。

Q3 　�中期経営計画では、今後福祉を充実しようとしているなかで、職員数が減少しています
が、大丈夫ですか？

A3 　各課、各事業所の職員の定員適正化計画を定め、実施してまいります。

Q4 　成年後見事業について、相談の見込みがあるのですか？
A4 　�権利擁護事業として、かけはし事業を展開していますが、この事業では対応しきれなく

なってきているので、今後は後見人制度を活用した取り組みを行いたいと思います。

Q5 　会費や共同募金のとりまとめ期間がすべて３月末までとなっていますが、なぜですか？
A5 　�募集から１カ月程度で第１回目の集約をさせていただき、引き続き募集を継続させてい

ただきます。

Q6 　組織図で、甲田支所は廃止になったのですか？
A6 　甲田支所については、地域福祉課の所掌になっています。

Q7 　�自主財源は、会費や寄附金となっていますが、減少しているので増収対策が必
要ではないですか？

A7 　�会費については、賛助会費や団体会費の新設、寄附金については、地域福祉事
業を通じた事業展開により増収対策を行いたいと思います。

2014（平成26）年９月3



年４月に安芸高田市社会福祉協議会中期経営計画（平成26年度～平成30年度）を策定しました。
今後は、この計画に基づき事業運営を執行してまいります。

安芸高田市社会福祉協議会中期経営計画を策定しました
安芸高田市社会福祉協議会が合併して11年目を迎えるにあたり、地域福祉の中核
的な推進役としての役割、使命を果たすべく、ビジョンを具体的に示すため平成26

「ともに支えあい、心豊かに」を目指して！

基本方針

　地域福祉推進の中核的な組織である本会は、住民主体を旨とし、地域に密着した、住民参加と協働
による福祉活動の支援や福祉コミュニティづくりを推進する事業を積極的に展開していきます。
　また、安定的な経営基盤確立に向けて、徹底した経費削減戦略を樹立し、諸規程の見直しをはじめ
とした法人改革を行っていきます。
「ともに支え合い、心豊かに」をスローガンに、住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせるまちづ
くりの実現のため、<地域福祉活動の推進>、<介護福祉サービスの充実>、<福祉の開拓者として>
の３項を掲げ、事業の推進を図ります。
　福祉のまちづくりをめざし、市内の小地域福祉活動を通して地域の中で相互に助けあい支えあう事
業の推進を図ります。また、関係機関と連携・協働により「地域包括ケア」の実現に向けて取り組みます。

地域福祉活動の推進 介護福祉サービスの充実 福祉の開拓者として

地域包括ケア推進事業 訪問介護事業 理事会

○場づくり　○活動づくり
○人づくり　○つながりづくり

○活動づくり（安心づくり） ○組織づくり
○財源づくり

地域づくり事業の強化
　１　場づくりの強化
　２　活動づくりの強化
　３　人づくりの強化
　４　つながりづくりの強化

介護事業等の経営の安定
　１　人材の育成と研修
　２　事業所等の充実・強化
　３　他団体との連携

社協組織と財政基盤の確立
　１　組織運営の強化
　２　事務組織の強化
　３　財源確保
　４　法令遵守等体制の整備

2014（平成26）年９月 4



市民の皆さまのサポートが
� 『地域福祉』の充実につながります。

福祉のまちづくりのための事業の財源として、１戸あたり500円をお願いしております。
（募集期間：平成27年３月31日まで）

年間を通じて募集しています。賛同いただける方は、本所および各支所窓口にてお申込みください。

平成26年度 社協会費のお願い

　社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指し、皆さまの参加と支え合いによ
る福祉のまちづくりを進めています。少子高齢社会の今日、ますます多様化する住民の福祉ニーズに
応えるため、会費による自主財源確保が一層必要になっております。
　皆さまからお寄せいただいた会費は、地域福祉活動、社協だより、社協運営費などの経費に充当さ
せていただきます。

共同募金運動は、10月１日（水）～３月31日（月）まで展開されます。
皆さまからいただいた共同募金の配分金は、地域助成金事業、ふれあいサロン事業、障がい児・者
福祉活動事業、成年後見事業等に使われています。

　また、地域福祉事業のさらなる充実を
図るため、これまでの戸別会員に加え、
次のような新たな会員制度を設けました
ので、皆さまのご協力をお願いします。

新規
賛助会員（個人） １人� 1,000 円
団体会員（団体・法人） １団体� 3,000 円

社協会員の種類と会費（年額）

赤い羽根共同募金のお願い
じぶんの町を良くするしくみ。

～赤い羽根の募金活動は、町の人のやさしい気持ちを集める活動です～

次のような募金のご協力をお願いしております。

（募集期間：平成27年３月31日まで）

戸 別 募 金…�市民の皆さまへ協力依頼を行い、各行政区の福祉委員にとりまとめていただいています。
　　　　　　　１戸あたり500円を目安にご協力をお願いしております。
街 頭 募 金…街頭で募金協力を呼びかけてお願いしています。
法 人 募 金…�安芸高田市内の法人企業へ協力を行い、口座振込等でご協力いただく募金です。

（税制上の優遇があります。）
職 域 募 金…�安芸高田市の行政、教育委員会、幼稚園、保育所、学校、事業所等の職員の皆さまにグッズ

販売等を行い、売上金を募金としてご協力いただく募金です。
イベント募金…�各地域のイベントで募金活動を行い、寄付金付商品等の販売を呼びかけ、ご協力いただく募

金です。

2014（平成26）年９月5



在宅での
入浴が難しく
なっても安心

みを紹介します
通所介護事業所

通

通所介護事業（デイサービス）とは、介護や支援が必要な方を対象とした日帰りの
通所サービスです。看護師による健康状態のチェックや、安全な環境での入浴と栄養
バランスの摂れた食事の提供をしております。
またレクリエーションや身体状況に応じた個別運動、季節ごとの様々な行事などを
行い、心身の機能回復や維持に取り組んでいます。
デイルームから開放的な野外への出入りが可能で、四季に応じた景色が楽しめます。
ぜひ一度見学にお越しください。

季節ごとの
様々な行事

栄養士による
バランスの摂れた献立
※治療食にも対応可

笑

食

浴

健 看護師による
健康チェック

身体状況に応じ
た個別運動や
レクリエーション

予防

職員の送迎介助
車椅子の方でも

専用車両でお迎え

介護が必要になっても
住み慣れた家で元気に暮らしたい
そんな願いをかなえるために

2014（平成26）年９月 6



「一人じゃできない…むずかしい…誰か一緒に手伝ってもらったら解決するのにな…」
日常のなかで感じるちょっとした困りごと。ほほえみネットでは、制度やサービスを利
用するまでもない、ご近所の人でもできるようなことを「ほほえみさん」がお手伝いします。

8月25日(月)、三原市本郷生涯学習センターにお
いて、安芸高田市のほほえみネットの協力員(ほほ
えみさん)23名が、三原市のほっとはーとの協力員
(はーとさん)28名と交流会を行いました。
昨年度の互いの活動状況を発表した後、広島県社
会福祉協議会地域福祉課の大橋千晶さんより県内の
オール広島ささえあいネットの状況とお互いさま活
動の良さ、趣旨についてお話いただきました。その
後、活動事例をナレーション寸劇で行い、自分たち
の普段の活動についての振り返りや情報交換を行い

例えば、ゴミの分別を一緒にしてほしい。
　　　　話し相手になってほしい。
　　　　散歩の付添いをしてほしい。
　　　　掃除を一緒にしてほしい…　など。

～楽しみましょう　知りあいましょう～

1時間 300円
（１回あたり２時間まで）
※�ご希望の内容が事業の趣旨に合わない場
合や、他のサービス利用が望ましい場合
はお断りすることがあります。

◆この事業は皆さまからいただいた　　赤い羽根共同募金で行われています◆

利
用
案
内

＆

ました。
活動する場は違っても、「お互いさま」
という思いは一つにつながった一日でし
た。

社協 の取り組

◇ご利用料◇

利用してみませんか？

社　協

ほほえみさん利用者さん
お手伝いを
必要とする方

（協力員）
お手伝いをする方

活動提供

利用申込み

（三原市） （安芸高田市）

依頼
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肩こり・腰痛・膝痛

＜定休日＞日・祝祭日
＜営業時間＞ 9:00 ～ 12:00（月・火・木・土）
　　　　　　14:00 ～ 19:00（水・金・土） 
安芸高田市吉田町常友 602-１

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

育

癒
今年度最初の家族介護者リフレッシュ事業は、

「ちゅーピーパーク」へ工場見学と、宮島の鳥居や瀬
戸内海を眺めながらの昼食、ゆっくりのんびり日帰り
の旅でした。延べ３日間で82名の参加がありました。
ちゅーピーパークでは、毎日家に届く新聞ができる
過程を見学することができ、大きいロール紙や、スピー
ドにビックリ‼ 自分たちの写った新聞をおみやげで
いただき、大満足されたようでした。
参加者の方からは、『また次も参加します。』『リフ
レッシュできた』『偶然にも久しぶりに友人に会えた』
と声をいただき、つかの間のバス旅行で、ゆっくり過
ごしていただきました。これからも、自宅で介護をさ
れている方々に、リフレッシュしていただけるような
内容を考えていきたいと思います。

に米の大切さを知ってもらおうと頑張っています。
�（男性ボランティアやろう会　会員　新田　琢磨）

手で植えるのは難しいね！ 暑い中、雑草を取りました

海を眺めながらの昼食

この紙が新聞になるのねぇー

美土里小学校の米作り体験学習での交流が10年目を迎えました

ちゅーピーパークへ行きました‼

～美土里町男性ボランティアやろう会～

～安芸高田市家族介護者リフレッシュ事業～

私たち「やろう会」は発足10年目を迎えました。活動として美土里小学校と米作り体験学習、障がい者
のお手伝い、草刈りをしています。今年で小学校３年生の児童との田植えも10年目を迎えました。今年
も５月29日、３年生の児童と楽しく田植えをしました。７月は田の草取り、９月は稲刈り、稲こぎ、昔の
手こぎ足ふみで脱穀をして、11月は収穫祭で３年生を主体に全校児童で餅つきをして１年間の米作り体
験学習を終わります。私たち「やろう会」も立川義秋会長を先頭に活力を持って地域に貢献し、子ども達

2014（平成26）年９月 8
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吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

８月24日（日）安芸高田市社会福祉協議会吉田支所において、ファミサポ会員・子育て支援センター会
員43名で第20回ファミサポ交流会を開催しました。
今年は、「大きなカブ」の劇を使っての自己紹介から始まり、和やかにふれあいゲームをした後、わた
あめやヨーヨー釣りなどの屋台を並べ、縁日を楽しみました。毎年お手伝いいただいているやろう会さ
んには、50人分もの竹とんぼを手作りしていただき、提供会員さんにも屋台をお手伝いいただきました。
大人も子どもも大喜びし、コミュニケーションをしっかり図れて楽しくにぎやかな交流会となりました。

９月６日（土）、クリスタルアージョにおいて、安芸高田市生活・介護サポーター養成講座９期の最終
講義が行われ、全講義を修了された31名の皆さんが、新たに生活・介護サポーターに認定されました。
安芸高田市が掲げる「市民総ヘルパー構想」の一環として行っているこの事業も今年で６年目になり、
474名の方が修了しています。今後は、地域の見守り活動を行う「安心生活創造事業」の登録訪問員として、
地域のボランティア活動などで活躍されます。

おいしくいただきました

グループでの学習の様子

ジャンケン列車でシュポポー

修了証・認定書の授与

生活・介護サポーター９期生が誕生しました！

楽しい夏の思い出ができました！

～安芸高田市生活・介護サポーター養成講座～

～第20回ファミサポ交流会～ 育

学
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サロン物語

「第4福祉区サロン」は美土里町の東光広場と中横田集会所で開いています。
詳しいことは 市社協美土里支所 電話・お太助フォン59-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

「房後ふれあいサロン」は高宮町の房後ふれあいセンターで開いています。
詳しいことは　市社協高宮支所 電話・お太助フォン57-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

私たちのサロンは、毎回内容を替えて、神楽観賞に行ったり、冬は鍋パーティ、お茶のみサロ
ンをしたりして開催しています。今回は、天候も考慮して、屋内でグラウンドゴルフを行いまし
た。とても元気な最高齢の96才の方も参加され、一緒に２ゲームを行い、楽しいひとときを過
ごしました。� （第４福祉区サロン世話人）

お年寄りのふれあいおよび憩いの場として開設され、６月で満15年を迎えました。
原則として月１回、毎月第４木曜日に開催しており、５月はいきいきクラブ高宮の方のお世
話で囲碁ボール、ボッチャ（※）等で、皆さん童心に返り楽しみました。６月は泥落としと称し、
矢野温泉にて食事と観劇で普段の疲れを癒しました。� （房後ふれあいサロン世話人）

五目ならべを競います

（※）ボッチャとは…障がい者も楽しめるよう考案されたパラリンピックの正式種目。

上手に入ったねー！

それゆけー！（ボッチャ） 手づくりの的

いい汗を流しました

2014（平成26）年９月 10
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皆さまの善意により、ふれあいサロン事業
などが支えられています。
平成26年5月21日～平成26年8月20日受付分（敬称略）
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この度、大雨災害により被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
10月から、社協会費と赤い羽根共同募金のお願いをさせていただきます。
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう地域福祉活動を展開していきま
すので、市民の皆さまご協力お願いいたします。� （事務局）

編集
後記

ご協力よろしく
お願いいたします。

赤い羽根共同募金 街頭募金のお知らせ
10月１日（水）
17時～ 18時30分　ゆめタウン吉田店前
10時30分～ 12時　Aコープ向原店前

※�予定が変更になる場合もあります。

　※介護について、社協の介護支援専門員（ケアマネージャー）がご相談をお受けします。
　　お気軽にお越しください。

場　　所 日　　時 時　　間 お問い合わせ

吉田老人福祉センター 第 2水曜日 9：00～ 12：00 電話・お太助フォン　45-2
ふくしいちばん

941

介護相談（無料）

発生し、広島市に災害救助法が適用されました。
日本赤十字社広島県支部安芸高田市地区、安芸高田市共同募金委員会では、この災害による被災者を支
援することを目的に義援金の受付を開始しました。市民の皆さまのご協力をよろしくお願いします。

平成26年広島県大雨災害義援金受付
この度、広島県大雨災害で亡くなられた方への哀悼の意を表しますとともに、被災された方々
に心よりお見舞い申し上げます。
平成26年８月19日からの大雨により、広島市安佐南区および安佐北区において多大な被害が

振り込みによる義援金受付
【日本赤十字社広島県支部】「日本赤十字社広島県支部ホームページ」http://www.hiroshima.jrc.or.jp/

金融機関 口座番号 口座名義

広島銀行　大手町支店 （普）３３９２９２９ 日本赤十字社広島県支部長　藤田　雄山
もみじ銀行　鷹野橋支店 （普）３０２０１０５ 日本赤十字社広島県支部長　藤田　雄山
広島信用金庫　鷹野橋千田支店 （普）０４５１６３１ 日本赤十字社広島県支部長　藤田　雄山

【広島県共同募金会】「広島県共同募金会ホームページ」http://www5.ocn.ne.jp/~kyobo34/
金融機関 口座番号 口座名義

広島銀行　三川町支店 （普）０６２０９４７ 社会福祉法人　広島県共同募金会
広島県信用農業協同組合連合会　本所 （普）０００４７９１ 社会福祉法人　広島県共同募金会
ゆうちょ銀行 00920-5-234852 広島県共同募金会（広島県大雨災害義援金）

受付期間：平成26年８月22日（金）～平成26年12月26日（金）
受付場所：安芸高田市役所本庁　および　各支所
　　　　　安芸高田市社会福祉協議会本所　および　各支所

義援金の受付窓口について

社協だより
発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� 電話・お太助フォン（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012　ホームページhttp://www.akisha.jp/


